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I はじめに
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この報告書は，本学創立20周年にちなんで，21年目に入学した学生の日常の健康状況と，日
常生活の中の身体運動に対する関心度について，また自己観察による自分の体力と，実際に体
力診断テストをした結果をま とめたものである。
E 目的
体力・健康等に対する考え方とその現状を把握し， 本学での望ま しい 「体育実技」の授業展
開を考える基礎資料とする。
皿調査方法
調査対象は昭和58年4月，本学へ入学した全員を対象とした。
表1
科別・コース別 在籍数名 回答数名 回収率% 体力診断テスト 実施率%
服飾美術科服飾美術コース 212 188 89 180 89 
家庭科学コ ス 110 99 90 99 90 
工 τ＋ "" 美 f市3 科 74 72 97 72 97 
保健体育科体育コ ース 110 80 73 80 73 
養護コース 130 106 82 106 82 
初級 教育学 科 149 126 85 126 85 
事志 言十 785 671 86 671 86 
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調査は，質問紙法による （質問紙は別掲）。体力診断テストは，反復横跳，垂直跳，背筋力，
踏台昇降運動，握力（左右の平均値）伏臥上体反ら し，立位体前屈の7種目について実施した。
N 結果と考察
現在の健康状態について非常に丈夫で、あると答えた者が10%，普通である者が，81.2%，あ
まり丈夫でないが8%となっている。
科別では， 工芸，体育，養護で非常に丈夫であるが10～15%とあるのに対して，服飾， 家庭，
初等では 6～ 8%にとどまっている。また，あまり丈夫でないが体育で10%あるので一考した
し￥。
表2
非常に丈夫 普 通 あまり丈夫でない 無 回 生ロ主
有主 言十 67 0.100 545 0.812 55 0.082 4 0.006 
服飾美術科服飾美術コース 16 0.085 156 0. 830 16 0.085 。 。
家庭科学コ ス 6 0.061 84 0.848 8 0.081 1 0.010 
工 コさEヨゲ 美 体I 科 8 0. 111 59 0.819 5 0.069 。 。
保健体育科体育コース 12 0.150 59 0. 738 8 0. 100 1 0.013 
養護コース 14 o. 132 83 0.783 7 0.066 2 0.019 
初 等 教育 学 科 11 0.087 104 0.825 11 0.087 。 。
健康状態の評価をどのような観点からするかについては，全体では疲労感で判断する者が43.3
%と，他に比べて高率を示している。 次いで食欲，睡眠で判断する者が多い。
表3
便通の状態 食 欲 睡 眠 疲労感 心肺能 気分転換 その 他 無 回答
総 52 o. 07 167 0. 249 104 0.15 291 0.434 20 0. 030 1 0.016 15 0. 02 1 。目。16
IJW飾美術服科飾美術コー ス 14 o. 074 5 0. 293 43 0. 29 69 0. 367 5 o. 027 。 2 0. 01 。。
服飾美術家科庭科学コー ス 3 0. 030 19 0.192 13 0.131 50 0. 5(5 4 0. 040 5 0. 51 I 0. 010 4 0. 040 
工芸 美 術科 5 0. 069 お 0.319 5 0. C69 幻 0. 375 3 0. C42 2 0. 28 5 0. 069 2 0. 28
保健体育科体育コ ス 1 0.138 16 0. 2 10 0.125 35 0. 438 2 0. 025 3 0. 038 I 0. 013 2 0.025 
養護コー ス 13 。目123 22 0. 208 19 。目179 46 0. 434 I 0. OC9 I 0. OC9 2 0. 019 2 0. 019 
初等教育学科 6 0. 48 32 o. 254 14 O. ll 64 O. 5C8 5 o.040 。 4 0. 032 0. 08 
食事を毎日決った時間に食べる者は，全体で22.7%の低率を示しているが，大体決った時間
に食べる者は62.7%とあり， 殆んどの者は， おおむね規則的に食事をしていることが解る。し
かし，不規則に食事をと る者が工芸26.4%，服飾で18.1%，家庭で13.1%，体育で11.3%とな
っている。
食べ物の好き， きらいについては，なんでも食べるが21.8%，多少あるが，たいていの物は
食べるが63.9%で，きらいな物が多い10.3%となっている。
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表4
毎日決っ た時間 大 f本v夫まつなB時 不安見則である 無 回 答t二重Z fくる 聞に食べる
計 152 0.227 421 0.627 86 0. 128 12 0.018 
服飾美術科服飾美術コ スー 35 0. 186 113 0.601 34 0.181 6 0.032 
家庭科学コース 16 0. 162 69 0.697 13 0.131 1 0.010 
工 三寸~Eア 美 体I 干ヰ 10 0.139 43 0.597 19 0.264 。。
保健体育科体育コース 18 0.225 52 0.650 9 0.113 1 0.013 
養護コース 40 0.377 60 0.566 3 0.028 3 0.028 
初等教育 学 科 33 0.262 84 0.667 8 0.063 1 0.008 
表5
なんでも食べる 多少ある が ． た きらいな物が多い 主正 回 答いてい食べる
品志 計 146 0.218 429 0.639 69 0. 103 27 0.040 
服飾美術科服飾美術コ ス 29 0. 154 118 0.628 22 0.117 19 0.101 
家庭科学コース 23 0.232 64 0.646 11 0.111 1 0.010 
工 τザ,cc 美 付j 科 21 0.292 43 0.597 8 0. 111 。。
保健体育科体育コ ース 26 0.325 47 0.588 5 0.063 2 0.028 
養護コース 25 0.236 65 0.613 11 0. 104 5 0.047 
初 等 教 育 学 科 22 0. 175 92 0. 730 12 0.095 。
科別では，体育コースのきらいな物が多い 6%と少いことは，食事にもよく気を付けている
ことの車吉果であろう。
タバコの有害性が論じられているにもかかわらず，タバコを吸っている者が， 5.1% となっ
ている。その中で1日に 5本以内が 1.3 %, 5～10本が1%, 11～ 15本が 0.3 %, 16～ 20本が
0.3%となっており，1年目で約20名の者がタバコを吸っていると答えている。
表6
吸わな い 1日に5本以内 5本～10本 1本～15本 16本～20本 無回 答
総 計 637 0. 949 9 o. 013 7 0. 010 2 o. 003 2 0. 003 14 0. 021 
服飾美術m,1科童栢美術コス 177 o. 941 2 0. 011 5 0. 027 。。 0. 005 3 0. 016 
家庭科学コース 94 0. 949 2 o. 020 。。 2 o. 02 。。 1 0. 010 
工芸 美 術科 70 o. 972 0. 014 。。 。。 。。 1 o. 014 
保健体育科体育コー ス 79 0. 988 。。 。。 。。 。。 0. 013 
養護コース 97 0. 915 1 0. 009 。。 。。 1 0. 009 7 0. 066 
初 等 教育 学 科 120 0. 952 3 0. 024 2 0. 016 。。 。。 1 0. 008 
飲酒については，飲まないと答えた者が全体の対と各科共に共通し，体育コースのみが23.8
%と低い率を示している。量については，週に 1回程度が5%，週2回が0.9%，週3回0.3
%， 週4回 0.4%，毎日というのが0.3%，機会があれば飲むが60.4%となっているO国主療
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養所久里浜病院 （横須賀市）高木院長等によると「女性は生理前期， 排卵前期，あるいはピル
（経口避妊薬）服用中など女性ホルモンの高い時期にお酒を飲むと， ADH （肝臓内でアルコ
ールを分解するアルコール脱水素酵素）の活性が阻害されてアルコール分解がうまくいかず，
肝臓などに障害を与える可能性がある」と指摘している。このようなことから見ても注意をす
べきである。
表7
飲まない 週l回飲む 週 2 回 週 3 回 通 4 回 毎 日 機会があれば 無回 答
総 2(:i 0. 3 E 35 0. 052 6 0. 009 2 0. 03 3 0目0,4 2 0. 03 4J5 0. 604 13 0. 019 
服飾服美飾術美科術コ ス 57 0. 3C3 12 o.船4 5 0. 27 。。I O. OC5 。 0 108 o. 574 5 0. 027 
家庭科学コー ス 27 0. 273 3 0. 030 。。。。。。。。68 0. 684 1 0. 010 
工芸美術科 26 o. 361 12 0.167 1 o. 014 1 0. 014 2 o.028 1 o. 014 25 o. 347 4 o. 056
保健体育科体育コース 19 0. 238 I 0.013 。。。。。。。。59 0. 738 I O. 013 
養護コース 37 0. 349 3 0. 028 。。。。。。。。64 o. 604 2 0. 019 
初等教育学科 39 0. 310 4 0. 032 。。I O.C18 。。I 0. 08 81 0. 643 。。
自分の生活を考えてみて，運動することが大いに必要で、あると答えた者が62.9%，少し必要
と答えた者35.3%で殆んどの者が運動する必要があると答えている。
運動 ・スポーツに期待するものについては，運動は気持ちよく ，さわやかで精神的・ 肉体的
ストレスの解消になると答えた者が58.7%と多く，次いで日常生活を活動的にすると答えた者
が， 17.6%，女性らしい期待でスタイルのよい均整のとれた身体になりたいと言うこと，また
体育コースに見られることは，精神を鍛錬し，根性をつけるなどが目立っている。
現在運動を月l～2回しているが10.6%，年6回以上が1.2%となっており，表10中に毎日
やっているが16.1%とあるが，内訳を見ると体育コースの97.5%が含まれてわり除外した。
また，運動をしたいと思っている者各科に20%位居ることに注目したい。
現在行っている運動種目で一番多いのは，テニスの13.6%，バドミントン 7.7 %，ボーリン
グ6.4%，バレーボール6.0%，ピンポン，ラジオ体操，舞踊 ・ダンスが各々4.0%，ラ ンニ
ング3.3%，ソフトボール3.1%，それに北国の特性でゲレンデスキー4.3%となっている。
表8
十分な 運動よりもし 体力に自信が 運の役動しても何大いに必要 少しは必要 ｛事力がある たい事がある なく疲れる 病弱だから
にもたた そ の他 鑑 凶答
ないから
総 計 421 o. 629 お7 且353 1 o. 01 1 o. 01 I 0. 01 I 0.01 1 o. 01 l 札01 7 0.01 
服飾美術科服飾美術コ ス 1ll o. 590 74 0. 394 。。I 0. 05 I 0!'.15 。。。。。。I 0.伍5
家庭科学コー λ 5 0. 5f 42 0. 424 。。。。。。。。。。。。2 0. 02 
工芸美術科 41 o. 583 29 o. 403 。。。。。。I 0. 014 1 o.014 。。。。
保健体育科体育コース 6, 。1813 14 0.175 1 0. 013 。。。。。。。。。。。。
養護コース 68 o. 642 35 o.ぉ 。。。。。。。。。。。。3 0. 28 
初等教育学科 81 0. 643 43 0.341 。。。。。。。。。。I 仏凶B I 0.08 
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表9
l高血圧・ 2.運動は・，． 3.スタイルの… 4.筋力や・ 5.精神を 6.社交性…・7その他 無 回 答
総 言↑ 5 o. 007 394 。目587 86 0.128 18 0.176 47 o. 070 7 0. 010 9 0. 13 5 o. 007
服飾服美飾術美不術十コース 2 0. 01 12 0. 596 30 0.16J 31 0. ¥65 10 0. 053 I 0. OC5 2 0. 01 0 0. 00
家庭科学コ スー O o. co 61 0. 616 15 0.152 18 0.182 3 0. 030 0 0目000 I 0. 010 1 0. 010 
工芸美術科 1 0. 014 46 0. 639 7 0. 097 13 0.181 0 0. co 2 0. 028 2 0. 028 I O. 014 
保健体育科体育コース O o. 000 32 0. 400 2 o.025 20 o. 250 お 0. 288 2 0. 025 I 0. 013 O o. oc
養護コ スー 1 0. 009 71 0. 670 7 0. 066 20 0. 189 3 0. 028 1 o. 009 0 0. 00 3 0. 28
初等教育学科 1 0. 008 72 0. 571 25 0.198 16 0.127 8 0，的3 1 0. 008 3 0. 024 0 0. 000 
表10
週 l 回 週 2 回 週 4 回 週 5 回 士』写 日 月l～2回 月5回以内 月6～10団
総 言↑ 52 。目077 21 。回目31 14 0. 021 8 o. 012 108 0.161 71 0. IC6 5 0. 082 25 0. 037 
n＆宣服布飾美術美7術科コ ス 14 0. 074 6 0. 32 4 0. 021 2 0. 1 12 0. 064 24 0.128 15 0. 08 4 0. 021 
家庭科学コー ス 7 0. 071 2 0.02 2 0.02 I 0. 01 2 0. 2 10 0.101 8 0. 81 2 0. 02
工芸美術科 1 0.153 3 0. 042 5 0. C69 。 。 5 0. 069 6 o.083 9 0. 125 3 o. 042
保健体育判事育コ スー 。 。 。 。 。 。 2 o. 025 78 o. 975 。 。 。 。 。 。
養護コース 12 0.13 9 0. 085 3 0. 028 2 o.019 2 o. 019 7 o. 066 4 o. 038 9 0. 085 
初等教育学科 8 o.063 I 0. 08 。 。 I 0. C'.8 9 0. 071 24 0.19 19 。目151 7 0. 056 
年l～2回 年3～5回 年6回以上 全くしていない したいと思っている 全くしたくない 鑑
総 計 18 0. 027 39 0. 058 75 0.112 37 o. 05 118 0.176 1 o.cn 29 0. 043 
服飾服飾美術美科術コース 8 o. 043 9 0. 048 32 0.17 14 o. 074 37 0.197 1 0目05 6 o. 032
家庭科学コ スー 5 0. 051 15 0.152 9 0. 091 7 0. 071 23 0. 232 。 。 6 0. 061 
工芸美術科 1 0. 014 4 0. C56 7 0. 97 4 o. 056 8 O.ll 。 。 6 0. 083 
保健体育科体育コー ス 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
養護コー ス 。 。 3 0. 28 8 O. C75 7 0. 066 30 0. 283 。 。10 0.094 
初等教育学科 4 0. 032 8 o.063 19 0.151 5 0. 04 20 0.159 。 。 1 0. 008 
全々運動をしていない者は， 25.2%居ることも特筆したい。
運動する場所については， 学校の施設を利用するが一番多く32.8%となっているが，体育コ
スーはその内92.5%の高率を示している。体育コース以外の学生は公共の施設の利用が多く20
%位の者が利用しているが，これは，運動部の活動が活発なため一般学生は学内施設を使用出
来ないことに起因しでいる。
現在の運動の程度で大いに満足している者は3.1%，満足で、あると言う者は7.3%，まあま
あ満足しているは34.3%となっており，運動が出来ない理由正しては，余裕がないと答えている
者が29.8%を示している。
自分の体力については，体力があると答えた者は全体で6%，普通と思っていると答えた者
は63.8%，自分は体力が無いと思っていると答えた者が28.6%あり，科別では体育コースの体
力がある方と思っていると答えた者が1.3%，ない方と思っていると答えた者が15%，居るこ
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とに注目したい。
表11
種 目 N % 種 目 N % 
00 何もしていない 169 25.2 22 舞踊・ダンス（ジャズ ・ダンスを含む） 27 4.0 
01 バレーボール 40 6.0 23 ラジオ体操等の体操 。。
02 バスケットボール 17 2.5 24 貴リ 道 9 1. 3 
03 サッカー 3 0.4 25 柔 道 。。
04 テニ ス 91 13.6 26 空 手 。。
05 壁テニス 6 0.9 27 サイク リング 。。
06 ピンポン 27 4.0 28 ボー リ ング 43 6.4 
07 ノfドミ ントン 52 7.7 29 ゴルフ（含む室内） 1 1. 5 
08 里子 球 。。30 弓 。。
09 ソフトボール 21 3.1 31 山スキー 2 0.3 
10 キャァチボール 5 0.7 32 ゲレンデスキー 29 4.3 
11 ラシニング （ジョギング） 22 3.3 33 歩くスキ 3 0.4 
12 念、 歩 2 0.3 34 スケ トー 3 0.4 
13 。。35 陸 上 19 2.8 
14 ハイキング 。。36 ハン ドボール 。。
15 オリエンテーリング 2 0.3 37 ドッチボール 。。
16 なわとび 8 1. 2 38 ゲートボール 。。
17 トレーニングとしての階段登り 。。39 新 体 操 1 0. 001 
18 ウエイト・トレー ニング働力トレーニング7 10 1. 5 40 ポートボール 。。
19 水 冴〈 17 2.5 41 ボ ート 2 o. 003 
20 マッ ト運動 4 0.6 42 山 岳 1 0. 001 
21 鉄 棒 運動 。。43 沙 林 寺 。。
表12
使用
0・していない 1.学校の施設 2.公共の施設 3.民間の施設 4.その 他 無 回答
総 言十 101 0.151 220 0. 328 145 o. 216 100 0.149 105 0.156 。。
服飾美術科服飾美術コー ス 9 o. 048 53 0. 282 50 0. 266 33 0.176 43 o. 229 。。
家庭科学コ スー 29 0. 293 11 O. lll 24 0. 242 23 o. 232 12 0.121 。。
工芸美術科 5 0.069 28 0. 389 16 o. 222 8 o. m 15 o. 208 。。
保健体育科体育コース 2 o. 025 74 o. 925 2 o. 025 2 o. 025 。。。。
養護コー ス 31 0. 292 28 0. 264 21 o. 094 10 o. 094 16 0.151 。。
初等教育学科 25 0.198 26 0. 206 32 0.19 24 0-19 19 0.151 。。
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表13
時間に 適当主体育 体育施設が 良い指導者が大いに満足 満 足 まあまあ 余裕がない 施設がない
不足で十分
いない，不足てもきない
総 計 21 o. 031 49 o. 073 230 o. 343 200 0. 298 59 o. 088 19 o.028 5 0. OC7 
服飾美服飾術科美術コース 3 0. 016 7 o.037 71 o. 378 61 。目324 18 o.096 3 0. 016 1 o.005 
家庭科学コー ス 。 。3 o.03 34 0.343 39 o. 394 12 0.121 1 o. 01 2 o.02 
工芸美術科 。 。3 o. 042 19 0.264 26 o. 361 2 0. 028 4 o.056 1 o. 014
保健体育f科本育コース 14 0.175 30 o. 375 28 0.35 2 o.025 。。。。。。
養護コー ス 2 o. 019 4 0. 38 31 0. 292 18 0.170 15 0.142 10 0. 094 。。
初等教育学科 2 o. 016 2 0. 016 47 0.373 54 o.429 12 0. 095 1 0. 008 1 0. 0(8 
仲間が集らず 仕事に疲れて 経済的に余裕 家庭の理解と その他 無回答つまらない でき辛い が在い 協力がない
総 計 2 0.033 3 O. OC4 12 o.018 1 o.01 14 o.021 36 o. 054
服飾美服術飾科美術コース 8 0. 043 2 o.01 6 o.032 。。1 o. 005 7 o. 037
家庭科学コース 3 o. 03 1 o. 01 1 o. 010 。。1 o. 01 2 0. 2 
工芸美術科 2 o.028 。。2 o. 028 1 0. 014 1 o. 014 1 0.153 
保健体育f科卒育コ スー 1 o.013 。。。。。。4 o. 05 1 o. 0125 
養護コー ス 7 o. 066 。。2 o. 019 。。5 o. 047 12 0.113 
初等教育学科 1 o.008 。。1 o.008 。。2 o.016 3 o.024 
表14
ある方 普 通 ない 方 無 回答
ii 計 42 0.063 428 0.638 192 0.286 9 0.013 
服飾美術科服飾美術コース 8 0.043 119 0.633 57 0.303 4 0.021 
家庭科学コース 5 0.051 62 0.626 31 0.313 1 0. 010 
工芸美術科 4 0.056 42 0.583 26 0.361 。 。
保健体育科体育コ ス 9 o. 113 57 0. 713 12 0.150 2 0.025 
養護コース 8 0.075 68 0.642 28 o. 264 2 0.019 
初等教育学科 8 0.063 80 0.635 38 0.302 。 。
体力の評価をどの観点よりしていたかを見ると，運動しでも長く 続けられるか，続けられな
いかが26.7%，日頃の疲労感から評価する者が23.8%，と なっている。
科別では，服飾，家庭，養護に日頃の疲労感から評価するが多いことが目立っている。また
運動しでも長く続けられないが同じ位の率を示している。
現在の体力に大いに満足している者は，全体で0.4%にすぎず，まあまあと思うが47.5%,
それに対して不満を持っている者は39.9%となっている。
体力の保持増進のために睡眠時間に注意していると答えた者が38.7%，生活を規則的にする
と答えた者が，18.5%，運動不足にならないよう にすると答えた者が15.1%となっている。そ
れに食事の質や量に注意すると答えた者が13.4%となっている。
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表15
1.日頃 の… 2.仕事… 3.長 時 間… 4.友達と… 5.体力測定… 6運動．して も…
総 言十 160 0. 238 108 0.161 21 0.031 15 0. 022 94 0.140 179 o. 267 
服飾美術科服飾美術コース 49 o. 261 24 Q, 128 7 o. 037 4 0. 021 38 o. 202 37 0.197 
家庭科学コース 28 0. 283 18 0-182 4 0. 040 2 0. 020 15 0.152 23 0. 232 
工芸美術科 14 0.194 14 0, 194 3 o. 042 o. 014 16 0.222 15 o. 208 
保健体育科体育コ ース 14 0.175 15 0, 188 2 o. 025 4 o. 050 15 0.188 20 o. 250
養護コース 29 0.274 16 0, 151 4 0. 038 3 0. 028 3 o. 028 34 o. 321
初等教育学科 26 0. 206 21 0, 167 0. 008 1 o. 008 7 o. 056 50 o. 397
7.走るのが… 8.からだが… 9.運動神経… 10.重い．ものが… 11.長時間の… 12.その他
総 7 o. 010 1 o. 016 35 o. 052 2 o. 003 26 o. 039 13 o. 019
服飾美術科服飾美術コース 3 0.016 6 0. 032 10 0. 053 。。4 0. 021 6 o. 032
家庭科学コース 。 。1 0. 010 5 0. 051 。。3 o. 030 。。
工芸美術科 0. 014 o. 014 2 o. 028 。。3 0. 042 2 o. 028
保健体育科体育コース 。 。。。4 o. 050 。。5 0. 063 1 0. 013 
養護コー ス 1 o. 009 3 o. 028 7 o. 066 。。3 o. 028 3 o. 028 
初等教育学科 2 o. 016 。。7 o. 056 2 0. 016 8 0. 063 1 o. 008 
表16
大いに満足 満 足 まあまあだと 不 満 大いに不満 無回答
，回じ，、 ) 
総 計 3 o. 004 39 o. 058 319 0.475 268 o. 399 31 o. 046 1 o. 016
服飾美術科服飾美術コー ス o. 005 1 o. 059 92 o. 489 72 0.383 10 0. 053 2 o. 011
家庭科学コ スー o. 010 3 0. 03 55 O・ 556 33 0. 333 6 0. 061 0,167 
工芸美術科 1 o. 014 3 o. 042 27 0・375 36 o. 5 5 o. 069 。。
保健体育科体育コース 。 。7 0. 088 41 0・513 31 0. 388 。。 o. 013 
養護コース 。 。8 o.075 49 0・462 35 o. 33 8 o. 075 6 0・057
初等教育学科 。 。7 0. 056 55 0・437 61 0. 484 2 0. 016 0・008
表17
1.食事の質… 2.タノfコを… 3.運動不足… 4.健康診断… 5.軽症 の… 6過労をさ （t oo •
総 90 0.134 16 0. 024 101 0.151 。。1 o. 016 34 0. 051 
服飾美術科服飾美術コー ス 27 0.144 6 0. 032 28 0.149 。。4 0. O守l 13 o. 069
家庭科学コース :) 戸 o. 051 3 o. 030 1 0. lll 。。 0. 010 2 0・020
工芸美術科 8 O. lll 3 o. 042 13 0.181 。。。。5 0・069
保健体育科体育コ ース 14 0.175 o. 013 10 0.125 。。。。3 0・038
養護コース 18 0.170 2 o. 019 22 0.208 。。。。3 0・028
初等教育学科 18 0.143 1 0. 008 17 0.135 。。6 0. 048 8 0・063
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7.睡眠時間… 8.体力測定… 9.生 活 を… 10.そ の他 無回答
総 計 260 o. 387 。。124 0.185 7 o. 010 28 o. 042
服飾美術科服飾美術コース 66 o. 351 。。37 0.197 3 0.016 4 o. 021 
家庭科学コース 48 o. 485 。。26 0. 263 2 0. 020 1 o. 010 
工芸美術科 26 o. 361 。。7 o. 097 。。10 0.139 
保健体育科体育コース 45 o. 563 。。7 o. 088 。。。。
養護コース 28 o. 264 。。29 o. 274 o. 009 3 o. 028
初等教育学科 47 o. 373 。。18 0.143 o. 008 10 o. 079 
表18
食事の質や量 タバコを 運動不足にな 健康診断を定 軽症のうちに 過労をさけ積
注 Z思包、 さ ,t る らないように 期的にうける 医師にかかる 極的に休養する
総 計 86 0.128 7 o. 01 261 o. 389 19 o. 028 10 o. 015 24 0. 036 
服飾美術科服飾美術コース 23 0.122 2 o. 011 67 o. 356 8 0.043 3 o. 016 9 o. 048
家庭科学コース 9 0. 091 。。49 o. 495 2 o. 02 3 o. 030 6 o. 061 
工芸美術科 8 O. lll 2 0. 028 31 o. 431 0.014 。。 o. 014 
保健体育科体育コース 22 o. 275 。。3 o. 038 o. 013 4 o. 050 4 o. 05 
養護コース 7 0. 066 。。53 0. 5 5 o.047 。。2 o. 019 
初等教育学科 17 0.135 3 0. 024 58 o. 46 2 0.016 。。2 o. 016
睡眠時間 に 体的低下力に測行を定防い体をぐ定力期の 生活を規則的 そ の 他 鑑 回 答注意する にする
総 計 71 0.106 9 o. 013 137 o. 204 4 0.006 43 0. 064 
服飾美術科服飾美術コース 19 0.101 1 o.005 37 0.197 2 o. 01 17 o. 09 
家庭科学コース 8 o. 081 o. 01 19 0.192 。。2 o. 02 
工芸美術科 10 0.139 。。14 0.194 1 0.014 4 0.056 
保健体育科体育コー ス 12 0.15 4 o. 05 23 o. 288 1 0. 013 6 0.075 
養護コース 12 0.113 2 o. 019 17 0.16 。。8 o. 075 
初等教育学科 10 o. 079 o. 008 27 o. 214 。。6 o. 048 
健康 ・体力の保持増進するために，新たに実行したいものは，前項と同じように運動不足に
注意する生活を規則的に20.4%，食事の質や量に注意する12.8%，睡眠に注意する10.6%とな
っている。
体育実技の授業が好きか，嫌いかについて回答をしてもらった。全体より見ると体育の授業
が好きと答えた者は46.1%，嫌いと答えた者15.1%となっており，また，どちらでもないと答
えた者が36.5%となっている。
科別では，体育コース70%，養護コース66%と高率を示しているが，服飾，工芸，初等では
30%台と低率を示している。
また体育の授業が嫌いと言うのが工芸で30.6%，服飾で22.3%となっており，注目したいの
は体育コースに体育の授業が嫌いと言う者がいることである。
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表19
女子 き き り しミ どちらでもない 主正 回 答
総 言十 309 0.461 101 0.151 245 0.365 16 0.024 
服飾美術科服飾美術コース 60 0.319 42 0.223 84 0.447 2 o. 011
家庭科学コース 47 0.475 10 0. 101 41 0.414 1 0.010 
工芸美術科 28 0.389 22 0.306 22 0.306 。 。
保健体育科体育コース 56 o. 7 2 0.025 19 0.238 3 0.038 
養護コース 70 0.66 5 0.047 29 0.274 2 0.019 
初等教育学科 48 0.381 20 o. 159 50 0.397 8 0.063 
表20
走るのが速く 運え動がれすうまぐ覚く 失よ敗くよしでせずあも7く 面白く て 運動は自分の 教指っ導師たが好上きでも手だ 友達がすきだ 家族が好きだ運動が上手 で』勺きる アイトがる 楽し い ためにある
総 言t 2 O.CC3 8 o.012 19 o.028 180 0. 268 23 0. 332 16 0. 24 2 0. 03 。。
服飾服美飾術美科術コース 1 0. (5 2 0. 01 4 0. 021 38 。目202 74 0. 394 1 o.05 2 o. 01 。。
。。1 o. 010 4 0目4 27 0. 273 38 0. 384 。。。。。。
工芸美術科 。 。1 0.014 。。19 0. 264 21 o.292 。。。。。。
保健体育科体育コ スー 。 。2 0. 025 4 0. 05 'l1 0. 338 34 0. 425 1 0.013 。。。。
養護コ スー 1 0目09 1 0. 009 1 o. 009 43 0. 406 25 0. 236 1 0.104 。。。。
初等教育学科 。 。1 0.008 6 0. 48 26 o.2D6 31 0. 246 3 0. 024 。。。。
走るのが遅〈 身体が思うよ 運動しても自 教師がきらい臆病だから 分のためにな で指な導もわか 友達がきらい 家族がきらい 無回答運動が鈍い うに動かない らない らかった
総 計 81 0.121 8 0.131 3 O.C04 7 o.01 9 o.013 。。。 。33 o. 049
服飾服美飾術美科術コース 29 0.154 29 0.154 
。。3 0.016 2 0目。1 。。。。3 o. 015
家庭科学コ スー 14 0.141 9 0.091 。。3 0.03 2 0. 2 。。。 。1 0. 010
工芸美術科 13 0.181 12 0.167 。。。 。5 0.〔69 。。。 。1 0目。14
保健体育H1本育コ スー 3 o. 038 9 0.113 。。。 。。。。。。 。。。
養護コース 8 0. 075 1 0.104 I O目009 I 0. OC9 。。。。。 。3 o.028 
初等教育学科 14 O. lll 18 0.143 2 o. 016 。 。。。。。。 。25 0.198 
運動が好きか，嫌いの理由を答えてもらったと ころ，好きな理由には， 運動は自分のために
なる33.2%，面白くて楽しい26.8% （これは特に養護コース40.6%と高い率を示している。）
嫌いの理由は，身体が思うように動けない13.1%，走るのが遅く運動が鈍い12.1%となって
いる。
体育実技を大学の授業で必要とすると答えた者が全体で76.9%，必要としないと答えた者が
21. 5%となっているが，これは，服飾，工芸に多い。
科別では，体育授業を必要とすると答えた者は，体育コース，初等教育学科， 養護コ スーが
高い率を示しているが，家庭科学，工芸，服飾で低率を示している。
大学での体育実技の授業をどの位望んでいるかを調べてみると，週 1回が58.1%，週2回が
27.1%，毎日 0,6%となっているが，体育コースを除き，服飾， 家庭科学は週 1回，また工芸
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美術，養護，初等教育においては週2回をのぞむ者が30%であった。
表21
必 要と する 必要としない 無 回 答
*;€, 計 516 0.769 144 0.215 11 0.016 
服飾美術科服飾美術コース 118 0.628 70 0.372 。 。
家庭科学コ スー 75 o. 758 23 0.232 1 0.010 
工芸美術科 46 0.639 26 0.361 。 。
保健体育科体育コ ース 75 0.938 1 0.013 4 0.05 
養護コ ー ス 92 0.868 9 0.085 5 0.047 
初等教育学科 110 0.873 15 0.119 1 0.08 
表22
週 l 回 週 2 回 母』 日 その 他 無 回答
*;€, 言十 390 0.581 182 o. 271 40 0.060 46 0.069 13 0.019 
服飾美術科服飾美術コース 135 o. 718 33 o. 176 2 o. 011 15 0.080 3 0.015 
家庭科学コース 80 0.808 10 0.101 1 0.010 6 0.061 2 0.020 
工芸美術科 43 0.597 22 0.306 1 0. 014 6 0.083 。 。
保健体育科体育コ ース 。 。37 0.463 31 0.388 10 0.125 2 0.025 
養護コース 57 0.538 38 0.358 5 0.047 4 0.038 2 0.019 
初等教育学科 75 0.595 42 0.333 。 。5 0.040 4 0.032 
次に，表23は昭和58年度入学生の体力診断テストの成績を示したものである。本学生と体力
を相対的に評価するために，昭和56年度，文部省体育統計 ・体力運動能力調査報告書の体力診
断テス トからその平均値との有意差検定を行なった。また表23には，昭和57年度北海道教育庁
保健体育課統計 ・スポーツ指導ハンドブック資料長の体力診断テストの結果も示している。
本
平均値
反 復 横 跳 回 38. 75 
垂 直 跳 cm 38.53 
背 筋 力 cm 88.23 
踏台 昇 降運動 57.25 
イ犬臥上体そらし cm 54.45 
握 力 kg 29.91 
立 f立 体 前屈 cm 15.52 
体力診断テスト総得点 23.94 
a）本学生と文部省統計の有意差検定
* * * P <O. 001 
己＂！＂三
表23
生 文部省体育局統計
庁平北海道統均教値育計 ta) 
標準偏差 平 均値 標準偏差
3.66 40.91 4.28 38.4 9.81本＊＊
6.64 43.97 5.37 40.2 16.22*** 
19.83 84.13 16.83 81. 2 4.01*** 
1. 85 59.39 9.65 64.8 3.48判＊
7.54 57.96 7.10 55.3 8.64*** 
4.40 30.25 4. 26 30.0 4.20*** 
5.83 17.50 4. 77 14.9 6.69*** 
3.30 25.58 2. 77 24.2 9.47*** 
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背筋力のみが文部省統計より優れ， 有意差（p <O. 001）が認められた。他はすべて劣り，有
意差（p <0.001）が認められた。
図l～8には，各学年コース別の体力診断テストの成績の比較を示したものである。
反復横跳，垂直跳，握力，伏臥上体そらしおよび立位体前屈については，ほとんど差が認め
られなし3。しかし，背筋力と踏台昇降運動については体育コース専攻学生が目立って高い値を
示した。体力診断テストの総合得点では体育専攻学生が最もすぐれた。この結果は，高校時時
時代から大半の学生が運動クラブを通して， 専攻スポーツに必要な体力として トレー ニングさ
れてきたことと思われる。
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V ま と め
1. 健康の状況については，自分の健康状態を普通以上であると判断している者が殆んどであ
る。そうして健康状態の評価は，疲労感より判断する者が多く，次いで食欲，睡眠となって
いる。
食事については，大体決った時間に摂っている者が殆んどである。食べ物の好き嫌いにつ
いては，殆どの物を食べるが，嫌いな食べ物があると答えた者がl割位あるが，体育コ スー
では0.6%と少いことは栄養のバランスを考えると当然と言える。
タバコの有害性を知りながらタバコを吸っている者が20名位いるが（実際にはもっと多い），
1日に10本以上吸っている者が僅かながら居ることを注目したい。
飲酒については， 6割の者が機会があれば飲んでいるし，毎日飲んでいる者も居る。
2. 運動については，自分の生活を考えてみて，運動することが必要であると考えている者が
殆んどである。そうして，運動することによって，気持ちよく，さわやかで精神的， 肉体的
ストレスの解消になると している者が半数以上で，次いで日常生活を活動的になることを期
待している。 また，スタイルのよい均整のとれた身体になりたい願望もあり女性らしさの片
車命を｛司わせている。
5分の l位の者が月に 1～ 2回運動している，また運動をしたいと思っている者も同様に
いる。
現在行っている運動種目と しては，テニスブームの影響でテニスが多く，次いでバドミン
トン，バレー ボ ルー， ピンポン，ラジオ体操， ソフ トボー ル， ランニングの順序になっでい
る。
施設の利用は，学校が一番多く， 次いで公共施設が多い， 運動の程度については，まあま
あ満足していると見てよい。
運動が出来ない理由としては， 余裕がないと答えている者が多い。
3. 自分の体力については，普通と思っている者と，体力があると答えた者が大半を示してい
るが，体力が無いと思っている者が3分の1いることである。
自分の現在の体力についての満足度については，大いに満足している者，まあまあと思う
者とで約半分である。
体力の保持増進のために睡眠，それに生活を規則的にする，運動不足にならないよう にす
ると答える者が多く ，次いで、食事の質や量に注意すると答えた者が多い。
体力の保持増進のため新たに実行したいものは，前述と全く同じく，運動不足に注意する，
生活を規則的にする，食事の質や量に注意する，睡眠に注意する順となっていて，人間の生
活の基本が示されている。
4. 体育の授業が好きと答えたのが，半数に及び，科別では体育コース，養護コースに体育の
授業が好きな者が多く ，また反対に体育の授業が嫌いと答えた者が工芸と服飾に多い。
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体育の授業が好きな理由と しては， 運動は自分のためになる，面白くて楽しいと答えてい
る者が，養護コースに多Po体育の授業が嫌いな理由は，身体が思うように動けない，走る
のが遅く運動が鈍いが主たる理由と なっている。
大学に進学しでも体育実技が必要で、あると答えている者が大半である。科別では，体育コ
ース，養護コース，初等教育学科は高率を示している。 また，必要と しないと答えた者は，
工芸，家庭科学，服飾で3分のl程度となっている。週に何回位体育の授業を望んで、いるかと
言うと週 l回が一番多く，週2回と答えた者も3分のl近くあり，特に工芸，養護，初等教
育に多い。
5. 体力診断テストの結果，背筋力，握力のみが全国平均より優位にあり他の種目は劣って居
り，総合得点では全道平均をも下まわっている。
6. 本学学生各学科コース別の総合得点で保健体育学科体育コースのみが全国平均を大巾に上
まわっているが，種目別にみると伏臥上体そらし，立位体前屈では全国平均を下ま わってお
り， 今後のトレーニング方法に問題を残したものと考えられる。
稿を終わるにあた り，本調査の御協力いただきました本学保健体育学科の諸先生方はじめ，
本学保健体育科非常勤講師水口尚子先生に深く感謝の意を表します。
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体力・運動・健康等に関する調査
北海道女子短期大学
保健 体育 科
皆様の体力 ・運動 健康等に対する考え方と現状 を把握し，本学での望ましい「体育実技」の授業展開を考える基礎資
料といたしますので， 調査に御協力をあ、願いいたします。
記入の方法
1 .記入は全てマークカー ドに記入いたしますので指示に従って下さい。
2.該当する所をきれいに塗りつぶして下きい。
3.運動種目については， 全て調査用紙に記されている運動種目コードで記入いたしますのでご注意下さい。
1）学生番号 2）スポーツ歴
I 健康の状況について
3）あなたの現在の健康状態をどの様に思っていますか。
1 非常に丈夫 2.普通 3 あまり丈夫でない
3と答えた方はどんな状態か具体的に書いて下さい。
4）あなたは， 3）の健康状態の評価はどのよ うな観点からしましたか。主なものを 2つ選んで下 さし、
1.便通の状態（毎朝決つであるとか，不規則である，不快感が伴う等）
2.食欲 3.睡眠 4.疲労感 5.心肺能 6.気分転換 7. その他
5）食事は規則的にと っていますか。
1 .毎日決った時間に食べる 2.大体決った時間に食べる 3.不規則である
6）食ベヰ却に好き， きらいがありますか。
1 なんでも食べる 2. 多少あるが，たいていの物は食べる 3.きらい主物が多い
7）タハコをH且つでいますか。
1 吸わない 21. 1日5本以内 22. 5～10本 23. 11～15本 24. 16～20本
8）お泊は飲みますか。
1 .飲まない 21. 週に 1回飲む 22.過に 2回 2ヨ.週に 3凹 24.週に 4回 25.毎日飲む
99.機会があれば飲む
I 運動について
9）あなたは，自分の生活を考えてみて，運動する必要があると思いますか。
1 大いに必要 2.少しは必要
3と答えた方は，下の理由ではどれですか。主なものを lつ選んで下さい。
31. 十分な体力をもっていると思うから
33.体力に自身がなく疲れるから
35.運動をしても何の役にもたたないから
32.運動よりも他にしたい事があるから
34.病弱だから
おその他（
10）あなたが，運動 スポーツに期待するものを次の内から 2つ選んで下さし、
1 .高血圧 ・心臓病 ・糖尿病などを予防する
2.運動は気持ちよく，さわやかで，精神的，肉体的ストレスの解消になる
3 スタイルのよい均整のとれた身体になる
4 筋力や持久力をつけ，敏しよう性，柔軟性，バランス能をよく し日常生活をよ り活動的にする
5.精神を鍛錬し，根性をつける
6.社交性をつけ，ひっごみ思案を解消し，協調性を身につける
7. その他（
11）あなたは，現在運動をしていますか。
11.週 1回 12.週 2回 13.週 4回 14.週 5回 15.毎日 16. 1日10分以内
17. 10～20分 18. 30分位 19. 1時間位 20. 1時間以上
2. 不定期だがしている
21. 月 1～ 2回 22.月5回以内 23. 月6～10回
31.年 1-2回 32.年 3～5回 33. 年 6[1）以上
4.全く していない
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5. したいと思っている
6.全くしたくない
12）前閉の 1, 2, 3に答えた方は，その種目のコード番号を記入しで下さい。なお該当する種目が無い場合は手を挙
げで下さい。
13）あなたが運動する場所は次のどれですか。
1.学校の施設 2.公共の施設 3.民間の施設 4. その他（
14）あなたは，現在の運動程度で満足していますか。 （質的にも量的にも）
1 大いに満足 2. 満足 3. まあまあだと思う
41. 時間に余裕がない 42.適当な体育施設がない 43.体育施設が不足で十分できない
44.良い指導者がいない，または不足しでいる 45.仲間が集まらずつまらない 46.仕事に疲れでできない
47.経済的に余絡がない 48. 家庭の理解と協力がない
49.その他（
皿体力の現状について
15）あなたの現在の体力の状態をとの様に思いますか。
1 ある方 2.普通 3.ない方
16）あなたは，15）の体力の評価はどの様な観点からしましたか。主なものを 2つ選んで下さい。
1. 日頃の疲労感 2.仕事， 学業，スポーア後の疲労回復度
3.長時閉め精神労働にたえられるかたえられないか 4.友達とスポーツをした時の勝負 5.体力測定の結果
6.運動しでも長〈続けられるか，続けられないか 7.走るのが速く， ジャンプ力があるかないか
8.からだが柔らかで，柔軟性があるかないか 9 運動神経が発達し，敏しょう性があるかないか
10.重いものが待てるか持τないか 11.長時間の肉体労働にたえられるか，たえられないか
12. その他 （
17）あなたは，現在の体力に満足していますか。
1 大いに満足 2.満 足 3.まあまあだと思う 4. 不満 5.大いに不満
18）あなたが，健康 ・体力の保持 ・増進のために現在実行しているものを下の中より選んで下さい。
1. 食事の質や主主に注意する
3.運動不足になら辛いようにする
5.軽症のうちに医師にかかる
7.睡眠時間に注意する
9.生活を規則的にする
N 体育実技について
19）体育の授業が好きですか。
2. タノ〈コをさける
4.健康診断を定期的に受ける
6.過労をさけ積極的に休養する
8 体力測定を定期的に行い体力の低下を防ぐ
10.その他
1.喜子き 2. きらい 3. とちらでトもない
20）上記の問に対する答えの理由を以下の中より選んで下さい。
1 走るのが速く運動が上手
3.失敗しでもくよくよせずファイトがある
5 運動は自分のためになる
7 友達が好きだから
9.走るのが遅く運動が鈍い
11.臆病だから
2 運動がすく覚えられ， うまくできる
4 面白くで楽しい
6.教師が好きで指導も上手であった
8.家族が好きだから
10.身体が思うように動かない
12.運動しでも自分のために寺らない
13.教師がきらいで指導も理解できなかった 14. 友達がき らいだから 15.家放がきらいだから
21）大学に進学しで，体育実技を必要としますか。
1.必要とする 2.必要と しない
22）本学での「体育実技」の時間をとの位望みますか。
1.週 1回 2.週2回 3.毎日 4. その他 （
御協力ありがとうございました。
